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海外における日本語教育
一 文化的背景 を中心にして一




ある目本語 を,世 界の諸言語の一つの日本語 として,目 本人 自身が 積極
的 に異文化の人々に教えるよ うになったのも,ま た最近のことであろう。
今 目,日 本の国際化 と共に・日本語学習者 の増加が薯 るしい。学校など
常設の教育機関で学 んでいる人は,現 在,,日 本国内では130ヶ 国,3万
5767人,海 外では75ケ 国,58万943.人 。企業内教育や個人指導を受けて
いる人,テ レピやラジオなどで独習している人 を加 えると,全 世界では三
百万人にも及ぶ と言われている、 日本語教育の形態は,目 本藷教育の揚
が,目 本国内か海外か,ま た学習者の国籍,文 化的背景,年 令,職 業階
層,学 習の動機や目的などにより様々である.今 後ますます多様化する学
習者の増加に伴い,教 える側 も,目 本語を教えるにあたっては,教 える側
にとって未知だった国か らやってくる学習者達について,言 語,文 化,,歴
史,社 会な どの巾広い研究が早急に求められてきているのではないか。
外国人のための 日本語教育は,日 本における言語教育の中では,目 本人
が外国人に日本 のことばを教えることを指 し,日 本人が買本人 に教える国
語教育や外国語教育 と大きく異なり,こ とばを教えることは,そ のことぱ
を持つ文化を教 えることだと言われている。「目本語教育の過程は正に文
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接触の過程である。」従って日本語教育の場 は,教 える側の目本文化 と,学
ぶ側の文化 の接点とな凱 異文化の衝突の揚 ともなる。
しかし文化接触の場鵠 目本語教育の揚だけなのだろ うか。 目本におい
ては,外 国人の学習者達 は聴 日本語を母語 とする人々の国で彼等にとって
異文化の環境に適応 し,生 活 し,そ の文化め産物 ともい うべき日本語を学
習している。異文化 への這応の過程でおこる諸々の葛藤が,目 本語の教室
で墳出することが多い。教 える劉の教師は,そ こで初 めて文化シ ョックな
るものを受 けるわけである。,
一方,海 外へ目を転じてみるとどうであろうか。 日本語教育が,日 本に
おける外国語教育のように現地 に建着 し,目現地の教師により教え られてい
るところも増えてきてはいる。 しか し,こ こでは,海 外の目本語教育を,
日本藷のネイティブである日本人が,異 文化の単生達に 日本語を教えると
いう場合を設定 し論をすすめたい。
海外に,教 師が日本 から派遣 された場合,教 える側にとっては異文化の
国で,異 文化 の学生達に教 えることになる。そとでは教顛が・異文化社会
への適応過程における様々な文化シコックを経験 し,か つまた,目 本語教
育の揚で,日 本 を知 らない学習者達に日本語を教 えなければならな残 異
文化の場では,・教師自身 が巨本,日 本文化そのもの と見なされることも多
い。海外在住め巨本人の中で も,日 本語教師は,自 分 自身の異文化適応め
過程においても,目 本語 を教 えていかなければとい うことから,異 文化 と
自己の文化,自 己のアイデンティテイとフ)葛藤 がよP一 層強 く出て くるも
の と思われる。
現在,海 外における日本語学習者は58万 人以上 どいわれている。 地域
的にみると,ア ジァの学習者達が,79,3%と 圧倒的 に多い。私は,い わゆ
る外地生 まれだが,日本人の両親 から生 まれ,日 本語を母語 とし,国 語 とし
て日本 で育 った。そ して日本人だった ら,誰 で もが 日本語を使 うのが当た
り前だと思 われるような歴史的,地 理的環鏡の国・ 日本から全 く正反対で
あるアジアの多民族国家マレーシアとシンガポールヘ日本語教師 として派
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遣 された。 その両国では現地の事情を知 り,適 応する努力ばか りでなく,







海外の日本語教育の現揚は,各 国,各 文化圏,世 界情勢などにより多様
で,一 口にこう目だとは言えない。 ここでは,海 外の日本語教育の現揚で,
目本語のネイティブである日本人 が,日 本語を教える過程で遭遇する様々
な問題の一例 として・・日本語教育から生活まで・すべての面を含めた異文





ASEAN諸 国の真中に位置 しているマレーシアとシンガポールは,各 々
アジァの主要文化国をなしているマレー系,中 国系,イ ンド系の民族を主
要構成 メンバーとしている多民族,多 言語国家である。かつては英領植民
地統治下にあり,同 じ一つの国を形成 していたが・独立後,国 政方針の違
いにより両国に分かれ,各 々の国家建設に遙進 している若い国である、 目




ジァ諸国歴訪時に日本批判 として墳出,日 本自身 のアジァ見直 しの姿整
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を 大 き く促 がす も の と な っ.た。 そ の後 日本 の 一 方 的 な 見 直 しだ け で な く,
マ レー シ ア ㊨.「日本 を学 べ』 政 策 の下 で私 魂 洋 才 な らぬ イ スラ ム魂 を持 っ
之 回魂 和 才 の精神 で・ そ して,シ ンガ ポ ール の・r東方 を見 よ」 政 策 の も と
.で,多 くの留 学生 や研 修 生 を 日本 に送 りこ ん で来 た 狐 現 地 の 日本 企 業誘
致 も盛 ん に な った 黛現 在 は,そ ヴ)評価 の時 翻 に な って きた の で は な い か。
厳 しい 日本 批判 の行 わ れ た 田 中元 首 相 の ア ジ ァ歴 訪 直後,私 は,目青 年 海
外 協 力 隊 のボ ラ ンテ ィア と して,か つて は 日本 軍 占領 時 の文 教 政 策 の担 い
手 だ っ た 日本 語教 師 と して,マ レー シ ア の マ ラ ヤ大 学 に派遣 され た。 い っ
か は 日本 を問 わ れ る こ と と覚 悟 し緊 張 して 行 った 、 と ころ が,目 も さめ る
よう な 美 しい緑 に 囲 ま れ た キ ャ ンパ ス内 に あ る居 心 地 の 良 い宿 舎 に 落 葦
き,周 囲 を 見 る と,見 知 らぬ人 で も,目 が 合 えば,目日本 人 に も似 た親 しみ
や すV・笑 顔 が か え って くる。 何 か拍 子 抜 け とい った感 じび した の だ。
長期 り休 暇 中 に着 任 した の を幸 い,早 くマ レー シ ア の こ とを知 り,現 地
に溶 け込 み た い も の と思 い,私 の方 か ら積 極 的 に人 々 に問 い か け る こ とに
した。 まず は所 属 機 関 で あ るマ ラヤ大 学 で あ る.大 学 のす べ て の行 事 に参
加 す る一 方,キ ャ ンパ ス内 を歩 き廻 わ り,各 学 部 に あ る教 職 員 の た ま り場
で あるキ ャ ンテ ィー ン(軽 食 堂)を 梯 子 し,外 来 者 の特 権 を利 用 し,「 初 め
ま して」 の あ い さつ を繰 り返 し,皆 の む ず か しい名 前 は,手 帳 に書 い て も
ら って お ぽ えで い った 。休 暇 中 の気 軽 さ もあ うて か,目お し ゃべ りの 日本 人
が珍 しか っ たせ い か,い づ の 問 にか私 は,目 本 人 に 関す る質 問承P係 の よ
うな存 在 に な っ た よ うだ。
「ど う して 日本 人 は会 って も話 を し な い の か
。 隣 の 日本 入 は ニ コ リ と も
しな い」 な どの質 問 に 語 学 の ハ ンデ ィ説 は 通 じな い。 「日本 入 は 商 売 に
は あれ ほ ど攻 撃 的 で 立派 な英 語 を話 す の に,目 常 の簡 単 な会 話 が で き な い
はず は ない 」 と.そ こで,一 生 懸 命考 え,「 日本 は 日本 語 渉 オ ー ル マ イ
テ ィ の社 会 で・ そ の 日本 語 社 会 の長 い歴 史 の 中 に育 まれ て きた 日本 人 と し
て の共 通理 解 事項 が 出来 て い て,そ れ を も とに して会 話 が成 立 す る。 むず
か しい 語 い を使 った経 済 の話 よ りも,簡 単 な 日常 会話 の方 に,よ り多 く 日
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本 的 な共知 理解 事 項 を前提 と した考 え方 が働 き,日 本 人 同士 の会 話 を そ の
ま ま英 語 に訳 そ う とす る。 英 語 は文 法的 に正 し くて も 日本 的 な 亥 化 の共 通
理 解 事項 の ない人 々 に は理 解 で きな い もの とな って しま う。 だ か 軌 話 を
し て も 理 解 して も らえ な い。 つ い話 す の も 億劫 に な って しま うの で す。」
と 目本 人 の アジ ア蔑 視 の気 持 の と ころ は無視 して 理 届 を こね る令
しか し早 口 の会 話 につ い て い くのは 大 変 だ。 黙 って れ ば・ 相 手 の 言 うこ、
とを認 め た こ とに も な る 社 会 で あ る。 まず 意 志 表 示 だ けで も して お か ね
ぱ な らな い。 そ れ か ら相 手 に納 得 して も らえ る よ うな 説 明 を考 え て い くの
だ が,自 分 自身 の考 え を,イ エ ス ・ノ ー.とす ぐに,は っ き りと 自覚 す る こ
とが 目本 人 と して は実 に む ず か しい もの だ と感 じ させ られ 規 口下 手 の私
が,会 話 に つ い てい くた め に は,自 分 の わ か るテー マ に持 って い か ね ば な
らな い.そ の た め に 「今 目 は こん な風 に話 しか け て み よ うか」 な ど作 戦 を
こ らす うち に,キ ャ ンテ ィー ン ・ トー ク が実 に楽 しい もの に思 えて き た。
.一 年 屯 あ ま り季 節 の変化 のな い マ レー シ.アで は,'休 暇 も}夏 休 み とい
うので な く,長 い休 み な ど とい う・cその楽 しか った長 い休 み 明 け も員前 に
せ ま り,㌧日本 語 の ク ラ ス の準 備 に張切 って い た 参 る 目の こ と。 キ ャ ンパ ス
内で 物 静 か な,で も楽 しそ うな イ ン ド系 学 生 達 の行 準 が通 りす ぎ て い った 。
こ の行 進 は,マ ラヤ大 学 入 学 の合 格者 数 が マ レー系55%,そ の他 の人 種 が
45%と 人 種 比 率 に よ り決 定 され た こ とか ら,少 数 派 のイ ン ド系 学 生 が せ
め て,国 の構成 人種 比率 通 りにナ.イン ド系 は9%の 粋 を要 求 す る とい うデ
モ だ っ た。 そ れ を私 が知 っ た の は}大 分後 にな って か らで の こ とあ る。
マ ラヤ 大 学
マ レー シ ア は マ レー系 市 民 背%,中 国 系34%,イ ン ド系9%,そ の他 欧
米 系,部 族 な ど10%(当 時 の 統計 に よ る)と い う人種 構 成 で 成 立 して マ・る
多民 族 国家 で あ る。 どの民族 も過 半数 を こえ る もの は な い。 シ ン ガ ポ ー ～レ
と分離 し,独 立 国家 と して発 足 した1%5年 に,.マ ラヤ大 学 も 現 在 の形 で
ス ター トした.1969.年 の人 種 暴動 以来,マ レ7人 優 先政 策 が強 く打 ち 出 さ
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れ,マ レー シ ア語 の国語 化 政 策 が急 速 に進 め られ た。 私 の着 任 時 の マ レー
シア に は・ ペ ナ ン の マ レー シ ア科 学 大 学,マ レー語 に よ る国 立 大学 ・ 農 業
大 学,準 大 学 レベ ル めマ ラエ 科 大 学 か で きて い た。 そ の 中で も,マ レー シ
ァ の最 高 学 府 の象 徴 で もあ るマ ラヤ大 学 は,多 入 種 の混 在 した マ レー シ ア
の抱 え る問 題 点 をす べ て 内蔵 して い た。 人 種 問 題 が爆 発 す れ 鶴 そ の衝 突
・点 とな る。 マ レー シ ア語 国語 化 推 進 政 策 に あ た り,初 等教 育 か ら撤 底 して
始 め られ た マ レー シ ア語 教 育 砺 同 時 に上 か らの推進 の対 象 として あ げ ら
れ た の も マ ラヤ 大学 で あ る。 従 来 英 語 で 行 わ れ て きた講 義 が,1975年 度
か ら・ 文学 部 と経 済 学 部 の二 年 生 まで,マ レー シァ語 で行 われ る こ とに な
っ た・ 政 府 官庁 か らマ ラヤ大 学 の公式 文 書 ・ 会 話 な どす べ て マ レー シ ア語
に な り,学 内 の教 職 員 は マ レー シ ァ 語学 習 に大 わ らわ の状 態 で あ っ た。
私 の場 合,日 本 語 の学 生 は,ほ とん ど中国 系 で あ った が,ま ず,学 生 の
言 語 よPも,マ レー シア の 国 語 学 習 に と りか か らな くて は な らな か った。
「現 地 語 は 現 地 で学 習 ず るに 限 る」 と単 純 に決 め て き て
,目 本 語 の授 業 が
始 ま る前 にコ あ る程 度 マ ス ター して お こ う との目計 画 も,い ざ始 め ん と し
て,結 局 は,先 生 さが しに一 ヶ月 もか か りや づ とマ ラ ヤ大 学 の語 学 セ ン タ
}の マ レー シ ア語 め先 生 に個 人 教 授 を お願 い す る こ とが で きた 。 テ キ ス ト
は アメ リカ の寧 和 部 隊 の語 学 訓 練 用 に開 発 され た もの で,日 常 会 話 に必 要
な文 型 がす ぐ覚 え られ る よ うに で きて い る。 しか し実 際 に街 に出 て 覚 えた
て のマ レー シ ア語 を使 え ば,「 英 語 が で き ない のか」 「教 育 を受 けて い な い
の か」 な ど と云 わ れ て,㌢ ヨ ック を受 けて しま った。 そ れ が一 年 もす る と,
中 国系 の人 身 で もマ レー シ ア語 に は,マ レー シ ア語 で応 答 して く る。短 期
問 の うち に,国 語 と して のマ レー シ ァ語 を身 に つ け な けれ ば とい う気 分 が,
私 に も感 じ1られ る よ うに な っ て き た。
在 マニ 年 目に入 弘 長 い休 暇 を迎 え た。 教 職 員 のた め にア レー シ ァ語 の
集 中 コー ス が 開 か れ,私 も初 級 に挑 戦 して み た。 テ キ ス トは や は り平 和 部
隊 用 の もの、 当 時,マ レー シ ァ語 を知 らな い人 の た め の実用 的 な テ キ ス ト
は,こ の本 以 外 には ほ とん どな か っ た よ うだ 。 私 は文 型 の反 復 練 習 だ け さ
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せ ら鉱 い つ ま で た って も簡 単 な あ い さつ 程度 の会 話 しか で きず,イ ライ
ラ してい た。 音 韻 が 目本 語 とよ く似 て い るの で 私 の発 音 は 中 国系 マ レー シ
ァ人 よ りは るか に 良 い。 本 当は何 もわ か って い な い の に,マ レー シ ア語 の
先 生 に は,問 題 は な い と思 われ て い た か らだ 。 あ る 日・ 先 生 に 「君 た ち の
問題 は語 い だ けだ か ら,毎 日新 聞 を読 んで 語 い を増 や して ほ しい」 と云 わ
れ て 気 が つ い た。 受講 生 の顔.草れ は,実 際 の生 活 で何 らか の形 で マ レ}シ
ア語 と接 して生 きて い るマ レー シ ァ入 が ほ とん どで あ る。 先 生 の教 え 方 が
ど うの こ うの と文 句 を言 い あ って きた の だが,こ の コ ー ス は,彼 等 が 今後
マ.レ ー シ ア語 で 講義 が で きる よ うに す る た め の もの で あ って,私 の よ う
な 短 期 滞 在 の外 国 人 の お 客様 のた め の も の で は なか っ た の で あ る。 日本
語 は,日 本 史 の中 で 国語 と して の歴史 を 自然 に歩 んで きて・ 世 界 の言 語 と
して の 日本 語 教 育 は近 年 に な って 始 め られ た 。 一方 マ レー シ ア で は,国 語
の な い とこ ろ で,ま ず マ レー シ ァ語 を国 語 とす るた めに 民族 や言 語 を 異 に
す る マ レー シ ア人 達 のた めの マ レー シ ァ語 教 育 とい った段 階 で あ った 。 マ
レー シ ア語 の教 室 は,マ レー系 の先 生 と他 の民 族 か らな る教 職 員 の生 徒 達
魁 向 い合 い 火花 を散 らす貴 重 な民 族 対 決 の場 とな って い た.目そ の ぶ つ か
り合 い が,お 互 い の理 解 へ の可 能 性 を生 む もの と期 待 した か った 。過 半 数
を こえ る民 族 の い ない 国 で,マ レー 語 を マ レー シ ァ語 と決 め,本 当 の 意 味
の 国語 と して 砂機 能 を果 た す よ うにす る た め に は,非 マ レー 系 ば か りで な
く,マ レー系 を も含 め》 全 国民 が努 力 して い かね ぱな らな い よ うで あ る。
マ ラ ヤ大 学語 学 セ ン タ戸
国語 政 策 の影 響 が,す ぐに反 映 され る のが語 学 に携 わ る者 で あ る,1971
年 に マ ラヤ大 学 に設立 され た 語 学 セ ン ター で は・ 国語 政 策 の推 進 に伴 い・
様 々 な問 題 が次 々 と投 げ か け られ た。 語学 セ ン ター は♪ マ レー シ ア語 科,
英 語 科,翻 訳 ・造 語科 そ して外 国語 科 か ら成 って い る、 目本 語 は,中 国 語
語,タ ミノレ語,フ ラ ン ス語,ド イ ツ言吾,ロ シア言吾,イ タ リナ語(受 講 希 望
者 炉 あ る時 のみ),タ イ語,ア ラ ビ ア語,オ ラ ン ダ語 な ど と共 に 外 国 語 科
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に属 して い る。
セ ン ター の メイ ンは7何 とい って も非 マ レー 系 の た め の マ レー シ ア語 教
育 と,マ レー 系 のた めの英 語 教 育 で あ っ た よ うだ。 マ レー語 の 国語 化 に あ
た って の問題 は7非 マ レー 系 の た め のマ レー シ ア 語教 育 だ け で な く3そ れ
以前 の問題 で,大 学 レベ ル の講 義 を進 め るた めの 主 に科 学 技 術 用 語 の語 い
不 足 とい うこ とで あ った。 そ の た ゆ語学 セ ン ター で はか 年 問一 万 語 もの新
造 語 を作 成 中 とか。 新 造 語 作成 で,一 番 手 っ と り早 い の が,・英 語 の語 い を
マ レー語 式 に綴 り,マ レー シ ア語 の文脈 に と り入 れ て い く方 法 で あ る.
1975年 よ り大 学 入試 に は マ レー シ ア語 の学 力 を重 視 し,又,入 学 の人 種
比率 も,マ レー系 の学 生 に は(合 柊 点 に未 た な ぐ とも〉55%ま で入 学 を認
めた た め,英 語 の で き ない 学 生 や,・学 力 の低 い 学生 が急 増 した。・それ ま で
は大学 の講 義 用 語 は英 語 だ った た め,従 来 の英 語教 育 は,・英 語 の で き る学
生 のた め の も ので あ り,英 文 学 に偏 吟が ちで あ った.・そ の た め2語 学 セ ン
ター の芙 語 科 で は,英 語科 は じま って以 来,初 め て英 語 を し らない 学 生 達
へ の英 語 教 育 を考 え な けれ ば な らな くな った の で あ る。 大 学 で は ブ リテ ィ
ッシ ュ ・カ ウ ンシル とバ ー ミ ンヴ ム 大学 の援 助 と協 力 を受 けて,.英 語 教 育
開発 プ ・ジ ェ ク トを ス ター トさせ た。.新 しい英 語 教 育 は,単 に英 語 の で き
ない学 生 達 に英 語 を教 え る とい うの で は な く,.マ レ ー シ ァ語 の 中 に新 造 語
として入 れ られ た 英 語 の 概 念 を も教 え る とい う 積極 的 な 意 図 を も って い
た。 各 学 部 の専 門 分 野 の教 授達 と検 討 しな が ら,専 門分 野 の内 容 に即 した
英 語 教 育 指 導 プ ログ ラム が作 られ,実 際 の授 業 で実 行 され た。 教 育 法,教
材 の開 発 と併 行 して 授 業 をす す め て い く英 語 の先 生 方 は大 変 で あ る6当 時
の手 ぜ ま なセ ン ター 内 を,咋 年度 ま で優 雅 に歩 い て た方 た が,う って 変 っ
て書 類 を 山 ほ ども かか えて 走 り廻 って い た 。
マラヤ大学での日本語教育
マラヤ大学 の語単センターに所属する日本語科は,文 学部の外国語 とし
ての選択科目と語学センター主催の公開講座の中の日本語コースを担当し
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て い た 。二 つ の機 関 か ら ネ イ ティ ブ の 目本 語 講 師 が,二 名 ず つ派 遣 され,
四 名 のチ ー ム で 日本 語 科 を担 当 して い た 。講 師 達 は・ ほぼ 二 年 毎 に交 替 す
る。 お 互 い の専 門 の 得意 分 野 を犯 す こ とな く,摩 擦 な く うま く日本 語 科 を
運 営 して い くた めに,目各 学 年,各 ク ラス 毎 に,担 当者 を決 め,・各 々 の 指 導
方 針 で 責 任 を持 って テ キ ス トを選 択 し,'目日本 語 教 育 に あた る とい う方 法 を
とって いた よ うだ。 目本 語教 師 と して の第 」 歩 を マ レー シ ア で歩 む こ とに
な った 私 は,こ の方 法 で と固執 す る も の びな か っ た た め,目前 任 者 の残 した
ク ラ ス を受 け継 ぎ,各 々 の先 生 方 のパ ー トナ ー と して多 くの ク ラ スを 担 当
した た め に,様 々 なテ キ ス トに 出会 い,結 局,多 くの麺 強 を させ て い た だ
くこ と とな っ た。(現在 の マ ラヤ 大学 は,ネ イ テ ィ ブ と偉一 カル の講 師 が協
力 しあ って 目本 語 教 育 が行 わ れ てい る。'.私の場 合 は,海 外 で の 目本語 教 育
が現 地 に根 づ いて い く過 程 の現 象 だ った とい え よ うo)
学 生 達 は・ い い 成績 を と りた い とい うこ とで漢 字 にひ かれ て 登 録 した 中
国 系 の学 生 達 が ほ とん どで あ った。 マ レー 系 の学 生 達 は・ 例 外 な く中 国 文
学 専 攻 の学 生 で あ った 。 従 来 は,週3時 間 の授 業 が,着 任 後,LLの ク ラ
ス を加 え て週4時 間 にな った 。 それ で も三 学 期 制 で,学 期 の始 ま 巻前 後,
期 末 試 験 前 後 の ごた ごた を入 れ る と,年 問84時 聞 ぐ らい に しか な らな い。
前 任 者 は,中 国 語 で 授 業 を して い た とい う.新 米 の私 は,直 接 法 がい い と
思 い込 ん で い た か ら,び っ く 夢して い る学 生 を し り 目に,強 引 な授 業 を展
開 して しま っ た。 しか し従 順 で頭 のい い学 生 達 は,よ くつ い て きて くれ た 。
新 米 教 師 と して は,良 か れ と思 うこ と を一 生 懸 命 す る しか な か った の だ が,
授 業 で の問 題 点 とい うの は,今 とな って はン ほ とん ど浮 ん で こ ない 。
た だ マ レー シ ア として の 多 民族 とい う特 徴 か らい えば・ ク ラ スの 中 も,
中 国文 学 を学 ん でい る と はい え,マ レ}系 の学 生 が い た場 合 ・ 意 味 が よ く
わ か らな くて も,す らす ら と発 音 で き る マ レー系 学 生 に・ 圧 倒 され・ お た
お た とす る 中 国系 の学 生 。 中 国 系 の学 生 で も・ 中 国語 で敦 育 を受 けた 学 生
達 と,英 語 で教 育 を受 け た学 生 達 とは・ 性 格 が が らっ と変 わ る。 漢宇 の感
覚 が身 に つ い て な い マ レー 系 の学生 達 は,な ま じ中 国文 学 を学 ん でい た た
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めにか え って 日本 語 との混 同 が激 し くて 気 の毒 だ った。 目本 語 の発 音 もよ
く,明 る くて ドライ な感 じの英 語 で教 育 を うけた 中 国 系 の学 生 達 と発 音 は
よ くな い が,日 本 語 的 な感 覚 が よ くわ か る律気 な漢 字 の書 け る中国 系 の学
生 達 。 目本 語 科 の二 年 目は,こ の三 つ の タイ プ の学 生 達 が混 在 して い て大
変 だ った。 これ もク ラ ス の仲 間意 識 を うま く盛 り上 げ て,お 互 い に助 け合
う雰 囲 気 に も って い くこ とで何 とか切 り抜 けて い った 。
海 外 で の 目本 語 教 育 の むず か しさ の一 っ に 目本 語 を使 う環 魂 が な い こ と
が第一 に あ げ られ て い る。 新 米 の教 師 と して は 日頃 の授 業 の未 熟 さを補 お
うと,あ ちゆ る こ とを考 えて み た,目 本 語 科 の掲 示 板 は,絵 を た くさ ん使
って 目本 語 だ け の伝 言 板 と した り,目 本 紹介 映 画 を見 せ た り,又,歌 や パ
ーテ ィー好 き な マ レー シ ア の学 生 達 のた めに
,日 本 の歌 と似 た メ ロデ ィ ー
の曲 を 見 つ け て・ 日本 語 訳 の歌 詞 をつ けた 窮 学 期 末 に は,文 学 部 のふ き
ぬけ の広 場 で,目 本 人 の ゲ ス'トを招 き 日本 語 の テ ィ ーパ ー テ ィ ー を した り
した。
日本 人 の あ い さつ で最 初 の話 題 は,天 候 で あ る。 毎 目,カ ン カ ン照 りの
晴 れ た マ レー シ アで は 「い レ・お 天 気 で すね 。 暑 い です ね え」 と,つ い繰 返
して しま う魁 こ こ で のい い 天 気 は・ うす曇 りで少 し涼 しい 貝の こ と。 少
しじ とっ と湿 気 を おび た こ こ の暑 さ は,Hotで な くて,Warmと い うの
だそ うだ。 学 生 にい わせ れ ば 「タイ で暑 い とい って くだ さい∠ とい うこ と
にな る。 そ の 国独 得 の気 候 風 土,歴 史文 化 的 環 境 に よ る言 語 の違 い が多 い
魁・ 一 番 大 き い の は,学 生 達 の外 国 語 に対 す る考 え方 が,日 本 人 と比 べ 実
に気 軽 で,習 っ た こ と はす ぐ試 して み る。 日頃,多 言 語 に 囲 まれ て い る人
達 で あ る。 そ して彼 等 に は 目本 は 日本 語 が・ 大 学 教 育 ま で を カパ ー す る オ
ー ル マ イテ ィ の世 界 で あ る こ と を理解 す る の は むず か しい よ うだ。
た だ,目こ こ で の問題 は,,日 本 語担 当 す る講 師 同士 のチ ー ム ワー クで あ っ
た.講 師 間 の 摩 擦 とい うの は,一 種 タ ブー の よ うな も ので は ない だ ろ う
か、 ここ で,敢 えて 触 れ させ て い た だ きた い。 海 外 に出 る と,っ ま ら な い





激したP,怒 った塑,落 担 したりと感情の超伏が激しくな ワやすいものの
ようだ、ついつい小さな日本人社会に避難することになる。 しかし,そ の
小 さな社会にもあわない場合は非劇である亡 日本社会の常識 とい う規範か
らもはずれ,現 地社会にもとけこめず,宙 ぶらりんで,精 神的に不安定に




ーム内で,二 人の講師の軋蝶があり,そ の結果,最 後には二人 とも授業の
時以外,大 学に姿を見せることもなくな り・折角・全員でマラヤ大の日本
語教育の方向づけをし,今 後の積み重ねの第一歩 としたかったのに,私 達
の時には実現することができなかったのが,つ.く づく残念であった。 目本
にいれば,ひ どい軋礫などなくてすみそ うな人々が,海 外では仕事の場だ
けでなく,生 活すべ.てまで自分達をさらすわけである。毎 目,異 なる文化
社会に適応す る過程で緊張し疲れ切っているので,互 いに寛容にな りにく
いところが出て くるのであろ う。海外での仕事で大変なのは,現 地の人々





見 るにつけ,日 本批判の厳 しい情勢から考え,外 国語選択科目としての日
本語 は二年 目には受講生が減るのではないかと予想 していた。将来,マ ラ
ヤ大学 の日本語 も日本 に留学中のローカルの教師が,育 っていくことを予
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測 し,青 年 海 外協 力 隊 派遣 の 日本 語 ボ ラン テ ィ ア は,私 が最 後 とい うこ と
にな って い た 。 と こ ろが 予 想 に反 して受 講 希 望者 が殺 倒 し,外 国語 科 目の
中 で,今 まで 最 も人 気 の高 か った フ ラ ンス語 をぬ い て一 番 とな って しま っ
た の だ。
マ レー シ ア の 目本 語 教 育 は,日 本 軍 占領統 治時 代 の文 教 政 策 の一環 と し
て行 わ れ,今 で もパ ー テ ィー の席 な どで は,日 本 人 と見 る と,う れ しそ う
に寄 づて きてrお ン,見 よ東 海 の ・一 」 と歌 い出 す年 輩 の人 々 が多 い。 歌
って い る うちに懐 し さ と共 に,悔 し か っ た こ と,憤 り の感 情 が複 雑 に交 錯
して 轟 て くるよ うで,私 と して は苦 手 だ と思 うこ とび多 か った。'し か し,
今 だに古 い テ キ ス トを大 切 に扱 っ て い た り,村 か ら村 へ と 自転 車 で各 小 学
校 を巡 回 し,日 本 語 と唱歌 と図 画 を教 え て廻 った 目本 入 の先 生 の こ とを懐
しそ うに話 す人 達 炉 多 い。 三 ヶ月 で 艮本 語 の教 師 にな る特 訓 を受 けた人 も
い る。 い か に銃 剣 をパ ック に して とは い え・ 短 期 間 にテ キ ス ト,辞 典 を作
成 し,多 くの人 々 に 目本 語 を教 え た の で あ る、 マ ラヤ大 の図 書 館 に も昭 和
18年 発行 の立 派 な 「大 マ レー語 辞 典 」 とい う部 厚 い辞 典 が あ り・当時 を し
の ばせ て い る。
目とい うわ けで,今 で も片 言 の 日本 語 がで き る中 年以 上 の年 配 者 が 多 く,日
本語 をや り直 し,も っ と勉 強 したい とい う声 が多 か らた 。 しか し当時 の 日
本語 教 育 は,そ こで ぷ っ づ り と切 れ てい る。 親 在 の 日本 語 教 育 は,か つ て
の 日本 語 学 習 者 達 とは,全 く無 閏係 に進 め られ て い る。初 級 の学 生 を対 象
とした 日本 語 コ}ス が ほ とん どで,・も っ と 日本 語 学 習 を続 け たい と願 って
い る学 習 者 達 を受 け入 れ る適 当 な コー スが少 な い。 マ レー シァ の教 育 史 の
分 野 で も・ 目本 軍 占領 時代 の こ とは空 白 とな って い る。 日本 語 学 習 熱 の盛
ん にな って き た ア ジ ァ で・ そ の据 野 は広 が りは大 変 な もの で あ る が,同 時
に・ 日本 語 の中途 半端 な人 の 数 も増 え る一 方 で あ る。今 後 国 際 社 会 の 中で
ア ジ ァ の一 員 と して の役 割 を果 たそ う として い る 日本 。 当 時 の経 験 を じ っ
く り検討 し,方 向 づ1ナをす ぺ き で あ ろ う。
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ア イ デ ンテ イテ イ
マ ラヤ大 学 は各 国 の文化 外 交 の催 しが よ く行 われ,日 本 の映 画 も人 気 が
高 か った 。 これ は先 任 の先 生 に聞 い た話 で あ る が,あ る時,か つ て の人 気
ポ ー カ ル グ 々 一 プ の ピンキ ー&キ ラー ズ出 演 の 青 春 映 画 が上 映 され,そ
の ミーハ ー好 み の 内容 を見 て,日 本 人 と して 恥 しい 思 い を した の だ そ う
だ 。翌 日,学 生 に合 わせ る顔 がな い とい った気 持 で大 学 へ行 った ら,学 生
達 か らは感 激 の声 を聞 い てぴ っ くり した とか。 芸術 的 薫 りの 高 い 豪 華 絢
欄,時 代 絵 巻 の 映画 は あ ま り人 気 が 出 な か った し,日 本 大 使 館 の文化 担 当
官 も》 「や は りこ こは民 度 力判氏い ん で す か ね」 とお っ しゃ る。
私 は在職 中,う わ さの ピ ンキー&キ ラー ズ の映 画 が再上 映 され る こ と
に な り,私 も興味 津 々 の面 持 ちで見 に行 った。 日本 で見 た ら何 と も思 わ な
か った か も しれ ない が,乙 こ で は面 白か った 、小 さ な家 の中,家 族 の 日常
生 活 ・食 事 風 景,か な り漫 画化 して い る高 校 の授 業 風 景 な ど。 何 よ りも う
れ しか った の 鵠 日本 語 の ク ラス で教 えた あい さつ や言 い ま わ しが映 画 の
揚 面 で使 わ れ て い て,・そ の簡所 を学 生 達 が うれ しそ うに声 を出 して く り返
して い.たこ とだ った 。
学 生達 は,日 本 の伝 統 文化 に一 応 敬 意 を表 して い るが,も っ と現 在 の 日
本 の姿 を知 りた が って い る の で あ るる 彼 等 に も誇 り とした い伝 統 文 化 の遣
産 が あ り,そ の上 で 今後,ど う生 きて い くか とい う事 に関心 を持 って い る
よ うだ。 ア ジ ア の大 き.な文化 の流 れ を扱 った幾 つ か の民 族 が,明 日に向 っ
て 一 つ の 国 を作 ろ うと して努 力 して い る。 そ の努 力 の過 程 で・ 自分 達 の ア
イ デ ンテ ィテ ィー を見 つ け よ う として い る人 々 の国 。 民度 の高 い低 い で な
く,そ う い ろ状 況 を受 け とめて あげ た い。 そ の中 で 目本 語 教 育 の あ り方 を
考 えて い か な けれ ば な らな い ので は ない だ ろ う.か。
来 マ 当時 は,誰 が見 て も 日本人 ら し く見 えた 私 は,早 く現 地 に溶 け込 も
う と努力 も し,目又,'民 族 衣 装 の美 し.さに魅 せ られ も し,マ レー風 の ゆ っ た
り・と し たバ ジ ュ,ク ロ ンを着 た 頚して,rマ レー シ ア化 が早 い わね え」 と,
現 地 の同 僚 達 をお ど ろか せ た レし た。 二 年 目 に な る と・ 努 力 しな くて も,
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中国 系 か マ レー系 の人 に 見 え て きた。 恒 例 の,我 湊城 で の 日本 語 パ ー テ ィ
ー で,あ 喬 目,学 生 か ら,「先 生 の と ころ へ行 って も,日 本 人 の家 にい った
よ うな気 が し ない 」 と云 わ れ て,は っ と した。 か つて,イ ン ドにい た 時 に
は,一 目で外 国人 で あ る こ と が明 白で あ った。 しか し外 見 も・ 生 活 や 文化
面 で も似 た面 の多 い マ レー シ ア で は類似 の 中 で の違 い の むず か しさ に思 い
あた った の で あ る。 日本 人 の両 親,日 本 語 を母 語 と し,.目.本 で育 ち教 育 を
うけて きた 以外 に,日 本 的 な女 性 の た し なみ な どに欠 け て い る私 は・ 日本
人 とど う証 明 で き るの か。 マ レー シ ア入 同 士 はお 互 い の民 族 衣 装 を着 る こ
とが 減 多 にな い 。・外 国人 で あ り私 の よ うに フ ァ ッシ ョン と して気 軽 に 着 て
楽 しむ に は か な り抵抗 が あ る よ うだ。 外 見 か らの 見分 け の む ず か しヤ・所
で,「 目に見 えな い 内面 的 な 日本 人 と しての 本 質 とは何 か」 とい う問 題 を
提 起 され た ので あ る¢
「ア イ デ ンテ ィ テ ィ」 は,こ の国 の人 々 に 最 も関 心 の あ るテ ー マ の よ う
で,「 日本 は植 民 地 統 治 され た こ とが な い か ら,ア イ デ ンテ ィテ ィ の危 機 が
な くて 良 い わ ね」 とよ く云 われ た も のだ。 確 か に 日本 人 の歴 史 は,外 か ら
の長期 にわ た る侵 略 が な く,地 理 的 に絶対 の優 利 性 を もっ て,海 外 と直接
ふ れ る こと な く,自 分 達 の アィ デ ン テ ィテ ィ を確 保 し,異 文 化 を遠 くか ら
観 察 し,取 捨 選 択 を続 け る こ とが で きた 。 しか し国 際摩 擦 が,今 後 ま す ま
す激 し くな る こ とが予 測 され て い る。 他 か らの抑圧 に よ る危機 が今 ま で ほ
とん ど捺か った 。 だ か ら こそ,ア イ デ ン テ ィテ ィ を 自覚 す る こ とな く,そ
こに今 後 の 日本人 の ア イ デ ンテ ィテ ィの危 機 が ひ そ んで い る ので はな い だ
ろ うか 。
当 時,首 都 ク ア ラ ・ル ンプ ール に600名 以 上 も い る と云 われ た 日本 人 社
会 の 中 に は現 地 の人 々 を見 下 して い る厭 な 日本 人 も い て,そ ん な変 な 目本
人 とは,こ ち らもつ き合 い た くない と思 って い た。 しか し,私 自身 が 目本
人 を 自覚 して くる と,そ ん な厭 な面 を,他 人 事 と して無 視 で き な くな って
きた のだ。YWCAで 日本 語 を教 えて い た友 人 は,「 ～ て くだ さい」 とい う
文 型 を教 えた と ころ,教 え子 が 日.系の会 社 で,早 速,「 ち ょ っ と待 っ て く
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だ さい ≧ と使 っ た ど こ ろ,・目本 人 上 司 か ら,.目rぞれ は 女 の言葉 だ 。『ち ょっ
と待 て』 で いい 」 と云 わ れ,し ば ら く,学 生 か らの信 頼 を失 っ た こ とが あ
る。'そ うか と思 え ぱ,ち ょっと 日本 語 を 話 した だ け で,と め ど もな く誉
め た た え1無 邪 気 な学 生 を,鼻 持 ち な らぬ天 狗 に され て しま った こ と もあ
る.学 生 達 は,日 本 語 を勉 強 し,い つ か は 日本 人 と話 した い と願 って い るo
か わ い い学 生 達 が将 来,.日 本 と,日 本 人 と い い 出会 い を して ほ しい と思
う 。 結 局,私 の学 生 達 に は,日 本 的 な素 養 の あ る暖 か い 日本人 家 族 の ご協
力 を得 て,時 々家 庭 に招 待 してい た だ き,日 本 人 との接 触 のチ ャ ンス を作
った.い くら頑 張 っ て み て も,一 人 だ けで は や っ て い けな い 。 大勢 の人 々
の理 解 と協 力 を得 な けれ ば,目 本 語 教 育 は で きな い こ とを痛感 させ られ た
ので あ る。
ルマ ドアンタラバンケ
国 際 文 化 会 館
良 き学生 達,暖 か い 同僚 達 に め ぐ まれ・ 生 活 も仕 事 も充 実 し・ す っか り
この牡 会 に受 け入 れ られ,私 は こ の国 の社会 や人 々 の こ と が,す づか りわ
か った よ うな錯 覚 に陥 って い た尋
二 年 の任 期 もあ と半年 とな り,最 後 の仕 上 げ に追 われ て い た私 は』 住 み
な れ た 学生 寮 の}角 に あ る我 が城 か ら,大 学 の正 門 近 くに ある 教 職 員 用 の
一 戸 建 て の宿 舎 に移 った 。急 に下 宿 先 を立 ち退 か な けれ ば な らな か った 英
語 講 師 の ロー ジ ィ に同 情 してシ 人 助 け のつ も りだ っ た。 緑 に囲 まれ た 広 い
庭 付 きの パ ン ガ ロー に は,お 手 伝 い さ ん の家 まで 付 いて い るる 月 六 万 円 の
家 賃 を4人 の共 同 生 活者 で シェ アす る の で あ る6イ ン ド系 と中国 系の ハ ー
フで あ る ロー ジ ィ,中 国 系 の シャ ー リ占,マ レー 系 の ナエ マ に 外 国 入 の
私 。 民 族 構 成 か らい って7ミ ニ ・マ レ}シ ア とい った 感 じで,周 囲 で も,
か なP評 判 にな った。
と ころ が,一 週 問 も しな い うち に,こ れ は大 変 な こと に な っ た と気 がつ
い た ので あ る。 各 々,人 種 宗教,文 化 や 生 活 習 慣 か ら食 物 に至 る ま で違
う。 まず 台所 が 二 つ に分 け ら礼 冷 蔵 庫,ガ ス レン ジ,食 器 棚 に至 る ま
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で}二 つずつ置かれ,別 々に料理することからはじまった。全員働 いてる
ので,外 食をしたいのだが,全 員一緒に出かけるとなるとり豚肉の食べ.ら
れないイスラム教徒のためにマレー料理の店へ行かねばならない。毎度マ
レー料理 というのは豚肉の好 きな中国系の人々には耐 えられず,つ いマレ
ー系の先生を さそ うのが億却 となる。 食べ物の うらみは恐ろしいという
が,そ 紅以上にキリスト教 とイスラム教の宗教的対立 もすさまじかった。







.く変化する。・四人全員準集まれば,個 人個人か ら聞いた本音 と.まるきり反





そして,キ ャンティーンなど大勢の前では当た りさわ りのない誰にでもわ
かる透明な話をする。会話が軽 くなるのも無理 もなかった。目目
私達の共同生活が,.周囲の人々を驚かせたのも当然で,目周囲の共同生活
をよrくよく見れば・国籍の導 う外国人同士どか・外 国人 とマレーシアの一
民族 といった組合せが大部分で私達のようなミニ ・マレーシア版の例はな




日本 語 シ ョ ック
マ レー シ ア で の 国造 りに 関 わ る諸 問題 を垣 間 見,目 本 人 と して の ア イ デ
ンテ ィテ ィ とい うテ ー マ を突 きつ け られ て 帰 国 した 私 は,帰 国 後,日 本 社
会 へ の再適 応 シ ョ ヅク な る もの を受 けて し ま った 。 異 文化 社 会 で の文 化 シ
ョッ ク とい うの は,・一般 に よ く知 られ て い る が,異 文化 社 会 に一応 適 応 し
た あ と,元 の 居場 所 へ戻 る とな る と,異 文 化 の考 え方 な ど少 し身 にづ けて
いて 知 らな い うち に 自分 自身 が変 化 して い る。 元 の所 は不 在 中 にや は り何
らか の変化 が生 じて い るの で,海 外 で の 文 化 シ ョッ ク と同様 に}や は り何
らか の シ ョ ック が起 ヒ るの も当然 で はな い だ ろ づか。 ただ,元 い て よ く知
っ てい る と,本 人 も周 囲 も思 い込 んで い る。 海 外 か らの帰 国者 は,'一 定 期
間,日 本 再適 応 の 辛 さ に 人 知 れず 悩 む こ とに な る。 β本 ほ どで は な い が,
海 外 で も,外 国 帰 りの人 々 は,そ うい う た再 適 応 シ ョッ.クに悩 ま され るそ
うだ。
マ レー シ ア の 中 の 小 さな世 界 の 中 にい て ・・日本 語 教 師 として,接 す る こ
とが で きた人 々 に・ 私 を・ 日本 を どの よ うに説 明 した ら理解 し て も ら え る
か苦 心 して きた つ も りだ った 。 日本 に帰 っ た か らに は,も う言 葉 の心 配 は
い らな い と安 心 した の も束 の 間 の こ と.で・ 日本 語 が全 国r律 に通 じ る 目本
語 の世 界 で,私 は 目本 語 そ の もの で大 き な シ ョ ック を うけ て し ま づた ・ 例
え ぱ海 外 で の生 活 を踏 ま えた私 の考 え を 日本 人 に 日本 語 で話 して も・ ア ジ
ァ に 関心 の ない 人 や・ 多 民 族 国 家 の人 々 の生 活 を知 らない 人 に通 じ る とは
限 らな い の で あ る。 マ レー シ ア で は マ レー シ ア の人 々 に 目本 の こ とを理 解
して も ら うよ う努 力 を して きた が・ 目本 で もや は り 日本 語 で話 す ≧き に 同
じ 日本 人 同 士 で もマ レー シア の こ とに限 らず,分 野 や 考 え方 の違 う入 々 に
は ど う説 明 した らわ か って も ら卑 る だ ろ うか玉 夫 し努 力 す る こ とがや は り
大 事 だ とい うこ とに気 びつ い た。
普 段 の 日常 生 活 を,時 々視 点 を変 え て み れ ば,混 雑 す る駅 さ,階 段 をす
ざま しい勢 いで 走 って 乗 り降 りす る群集 の波 に圧 倒 され,ド ギつ い 表 現 の





がする。異文化 の国 目本へ来た目本語学習者達が,日 本で文化 ショックを
うけ,自 己の文化 と比較 し,自 己の アイデンティティを確認する過程で,
日本語がよくできないことから・.言いたいことが.言えず・ 馬鹿に見えた
リジ人格 を疑われた.りして,イ ライラし,フ ラス トレーションもたまりや
すい。帰国後・ 目本語の初級を担当するこ とになづた私1馬 ある目大人 と
しての人格を持 った学生達が・.何⇒玉いいたいのか,・思?て いることを全部
言わせて,聞 き書 きをしてみた。何回も言わせているうちに,や さしい言
葉でも整理 された内容のある表現炉できるということに私 自身 も気がつい
た。・聞 き書きをし,そ れを学生に読ませて確認 をさせ・語いや表現を広げ




国の人々も 日本 を知ることであ6と,1ア ルフ渚ンソ教授は指摘されてい
る。.日本語が日本 という特定の地域内にいる者同士の内輪的な表現だけで
なく,幾 つかの異文化の人々をまじえ,お 互いのことを理解 し合おうとい




池田摩耶 子r日 本 語教育 と自本 の文化」講座 日本語教育9分 冊
佐藤洋子r目 本語 教育 における文化接触 の問題J講 座 日本 語教育i3分 冊
ア ン トニオ ・アル フォンソ.「日本 の トップ 層 に欲 しい 目本 語 教 育 へ の 関 心」
GLOBAL(198千 年7月 号)
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